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未
来
を
現
実
に
し
た

ふっ素樹脂は、化学的に高い安定性を

もち、耐候性、耐薬品性、耐汚染性など、

その優秀な性能が従来より注目されて

いました。アポロ計画においても多くの

ふっ素樹脂製品が使用され、以来その

特性を生かして工業用から家庭用品ま

で、広く産業界で活躍しています。

しかし、ふっ素樹脂は高温加熱処理が

必要であるため、その用途が限定され、

一般的に実用化するには至っていませ

んでした。

そしていま、ふっ素樹脂技術では世界

的に定評のあるAGC（株）と先進の

技術力をもつＤＮＴとの共同開発によっ

て、ふっ素樹脂の数々の特性を生かし

た常温硬化形ふっ素樹脂塗料の開発

に成功しました。これによりふっ素樹脂

の実用化を一気に飛躍的に広げるとと

もに、大型プラントや長大橋、建築、車両

など、あらゆる分野に画期的な用途対

応を可能としたのです。
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常温硬化タイプの開発により、大型プラント、長大橋、建築、大型車輌、産業機械等への用途が飛
躍的に広がり、Vフロンの優秀な性能があらゆる所で活躍します。
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Vフロン♯100H 中塗

CF

建築  外装材料、一般金属焼付、
車輌、その他

カーテンウォール、スパンドレル、
車輌、建築・建材部品
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Vフロン♯100H
上塗IG
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※標準膜厚は標準的な必要膜厚であり、1回で塗布可能な膜厚ではありません。
注1.上記塗料性状の数値は標準を示すものであり、若干の変更があります。
　2.ブルー系統の塗色には、コバルト化合物が含まれる場合がありますので、詳細な内容は安全データシート（SDS）をご参照下さい。

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。
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注）上記塗料性状の数値は標準を示すものであり、若干の変更があります。

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。
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●重防食塗装例

●建築塗装例 ●金属塗装例
塗装系 Vフロン♯200

（常乾） 試験項目 Vフロン♯2000

色相 限定

備考

ASTM  D523
60°／60°光沢計3分つや～フルグロス鏡面光沢

ASTM  D3363
イーグルタークオイズ 鉛筆2H硬度

ゴバン目テープ法100／100

38℃×24時間
ゴバン目テープ法

100／100
ブリスターなし耐水性

一次付着性

99～100℃×20分
ゴバン目テープ法

100／100
ブリスターなし沸水性

ガードナー可変衝撃テスター
5／8インチ径  0.1インチ変形テープ剥離なし耐衝撃性

ASTM  D968
落砂試験摩擦係数40以上耐摩耗性

10%ーHCL
15分スポットテスト異常なし1.耐塩酸性

温度38℃ 湿度100%
4000時間異常なし1.耐湿性

温度38℃
湿度100%  24時間異常なし2.耐モルタル性

5%食塩水
4000時間

カット部 異常なし
平面部 異常なし2.塩水噴霧性

SWOM試験光沢保持率80%以上
（SWOM＝5000HR）促進耐候性

70%ーHNO3
30分ペーパーテストΔE＝5以下3.耐硝酸性

3%ーテクニカルグレード試薬
38℃×72時間異常なし4.耐洗剤性

3%ーガラスクリーナー
24時間スポットテスト異常なし5.耐ウィンドウ　クリーナー性

＊ AAMA2605ー11の試験項目について評価（耐候性は除く）
＊ 素材については、アルミ材t＝2.0mmの化成皮膜処理又は塗装用陽極酸化皮膜板を使用し、
　標準塗装仕様にて塗板作製
＊ 上記試験の色については、淡彩系グレー色、光沢30%にて実施

付
着
性

耐
薬
品
性

耐
食
性

耐
候
性

化成処理 又は
塗装用陽極酸化皮膜処理下地処理

ＥMMAQUA促進試験は、天然

太陽光を集光して実施するという、

苛酷な条件をつくりだしての促進

試験のことで、世界的に権威の

ある米国アリゾナ州DSET Labo

ratories社にて実施されました。
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●標準塗装仕様
●重防食塗装
A.鉄部新設塗装〈エアレス塗装〉

0.75

0.14

主剤：硬化剤＝80：20の比率で混合し、エポニックス
橋梁用シンナー及び同夏型で、35～45％希釈して、
十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝80：20の比率で混合し、エポニックス
橋梁用シンナー及び同夏型で、0～3％希釈して、
十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～15％で希釈し
て、十分攪拌後塗装する。

0.11

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、エポオールシ
　ンナーAで0～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～10％希釈し、
十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型
で5～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、エポニックス
シンナーBで5～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～10％希釈
し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型
で5～15％（5～10％）希釈し、十分攪拌後塗装する。

（　　）は刷毛塗りの数値

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。
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主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型
で5～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

0.11

（　　）は刷毛塗りの数値

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

主剤：硬化剤＝80：20の比率で混合し、エポニックス
シンナーAで0～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～15％希釈
し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型
で5～15％（5～10％）希釈し、十分攪拌後塗装する。
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橋梁用

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型で
5～15％で希釈して、十分攪拌後塗装する。



●標準塗装仕様
●重防食塗装
A.鉄部新設塗装〈エアレス塗装〉

0.75

0.14

主剤：硬化剤＝80：20の比率で混合し、エポニックス
橋梁用シンナー及び同夏型で、35～45％希釈して、
十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝80：20の比率で混合し、エポニックス
橋梁用シンナー及び同夏型で、0～3％希釈して、
十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～15％で希釈し
て、十分攪拌後塗装する。

0.11

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、エポオールシ
　ンナーAで0～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～10％希釈し、
十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型
で5～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、エポニックス
シンナーBで5～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～10％希釈
し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型
で5～15％（5～10％）希釈し、十分攪拌後塗装する。

（　　）は刷毛塗りの数値

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

0.23
（0.17）

0.14
（0.11）

0.16
（0.12）

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、エポニックス
シンナーBで5～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～10％希釈し、
十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型
で5～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

0.11

（　　）は刷毛塗りの数値

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

主剤：硬化剤＝80：20の比率で混合し、エポニックス
シンナーAで0～10％希釈し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合し、Vフロン♯
100H中塗用シンナー又は同夏型で5～15％希釈
し、十分攪拌後塗装する。

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型
で5～15％（5～10％）希釈し、十分攪拌後塗装する。

0.15
（0.11）

0.16
（0.12）

0.14
（0.11）

Vフロン♯100H
   上塗IG

Vフロン♯100H
   上塗IG

Vフロン♯100H
   上塗IG

Vフロン♯100H
   上塗IG

Vフロン♯100H
   上塗IG

橋梁用

主剤：硬化剤＝90：10の比率で混合し、Vフロン♯
100H上塗用シンナー夏型又は同真夏型、同冬型で
5～15％で希釈して、十分攪拌後塗装する。



1.主剤：硬化剤＝70：30の比率で混合する。
2.Vフロン♯200プライマーシンナーで希釈後、十分撹拌し
均一な状態にする。
希釈率（刷毛・ローラー ： 5～20％、エアレス： 20～30％）

※1  工具とはブラシやサンドペーパー等を示します。
※2  シーリング材周辺の油脂はサンドペーパー（P200～400）等で目粗しし除去する。
＊ 旧塗膜でシンナー溶解する塗膜は、Vフロン♯200プライマーシンナーで除去する。
＊ アルミニウム面への塗装は必ず試験塗装を行ってから本施工に入って下さい。
＊ 標準使用量は、被塗物の形状や塗装方法、環境によって増減することがあります。
＊ 二液性塗料は可使時間以内にご使用下さい。
＊ 新設の場合は、建材塗装とアルミニウム強制乾燥塗装を参照下さい。

エポニックス
  ♯90下塗-R

1.主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合する。
2.エポニックスシンナーBで希釈後、十分撹拌し均一な状
態にする。
希釈率（刷毛・ローラー ・エアレス ： 5～10％）

エポニックス
シンナーB

※1  工具とはブラシやサンドペーパー等を示します。
※2  シーリング材周辺の油脂はサンドペーパー（P200～400）等で目粗し除去して下さい。
＊ 亜鉛めっき面への塗装は必ず試験塗装を行ってから本施工に入って下さい。
＊ 標準使用量は、被塗物の形状や塗装方法、環境によって増減することがあります。
＊ 二液性塗料は可使時間以内にご使用下さい。

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

1.ゆず肌仕上げ塗装

2.平滑仕上げ塗装

＊ 被塗物小さなピンホールがある場合は、「釉元5号S」によってしごき処理をして下さい。
＊ 下地の吸込みがある場合や粉っぽく弱い場合は、「マイティー万能水性シーラークリヤー」を下地に含浸塗付してから7日以内に「釉元5号S」を塗装して下さい。
＊ 工程2,3において「釉元5号S」を厚付けするとクラックが発生することがありますので、使用量を必ず守って下さい。

エアスプレーの場合は、エアレス希釈率より5～10%増やして下さい。※2

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

エアレス

B、S

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.23
刷毛・ローラー：0.17

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

エアレス
エアレス

エアレス

エアレス

エアレス
エアレス

希釈率（刷毛・ローラー ： 0～3％、エアレス： 5～10％）※2

希釈率（刷毛・ローラー ： 0～3％、エアレス： 5～10％）※2

エアレス

エアレス

エアレス

エアレス

エアレス

エアレス
エアレス

エアレス
エアレス

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

B、S

B、S

B、S

B、S

B、S

B、S

B、S

タイルガン・リシンガン

タイルガン・リシンガン



1.主剤：硬化剤＝70：30の比率で混合する。
2.Vフロン♯200プライマーシンナーで希釈後、十分撹拌し
均一な状態にする。
希釈率（刷毛・ローラー ： 5～20％、エアレス： 20～30％）

※1  工具とはブラシやサンドペーパー等を示します。
※2  シーリング材周辺の油脂はサンドペーパー（P200～400）等で目粗しし除去する。
＊ 旧塗膜でシンナー溶解する塗膜は、Vフロン♯200プライマーシンナーで除去する。
＊ アルミニウム面への塗装は必ず試験塗装を行ってから本施工に入って下さい。
＊ 標準使用量は、被塗物の形状や塗装方法、環境によって増減することがあります。
＊ 二液性塗料は可使時間以内にご使用下さい。
＊ 新設の場合は、建材塗装とアルミニウム強制乾燥塗装を参照下さい。

エポニックス
  ♯90下塗-R

1.主剤：硬化剤＝85：15の比率で混合する。
2.エポニックスシンナーBで希釈後、十分撹拌し均一な状
態にする。
希釈率（刷毛・ローラー ・エアレス ： 5～10％）

エポニックス
シンナーB

※1  工具とはブラシやサンドペーパー等を示します。
※2  シーリング材周辺の油脂はサンドペーパー（P200～400）等で目粗し除去して下さい。
＊ 亜鉛めっき面への塗装は必ず試験塗装を行ってから本施工に入って下さい。
＊ 標準使用量は、被塗物の形状や塗装方法、環境によって増減することがあります。
＊ 二液性塗料は可使時間以内にご使用下さい。

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

1.ゆず肌仕上げ塗装

2.平滑仕上げ塗装

＊ 被塗物小さなピンホールがある場合は、「釉元5号S」によってしごき処理をして下さい。
＊ 下地の吸込みがある場合や粉っぽく弱い場合は、「マイティー万能水性シーラークリヤー」を下地に含浸塗付してから7日以内に「釉元5号S」を塗装して下さい。
＊ 工程2,3において「釉元5号S」を厚付けするとクラックが発生することがありますので、使用量を必ず守って下さい。

エアスプレーの場合は、エアレス希釈率より5～10%増やして下さい。※2

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

エアレス

B、S

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.23
刷毛・ローラー：0.17

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

エアレス
エアレス

エアレス

エアレス

エアレス
エアレス

希釈率（刷毛・ローラー ： 0～3％、エアレス： 5～10％）※2

希釈率（刷毛・ローラー ： 0～3％、エアレス： 5～10％）※2

エアレス

エアレス

エアレス

エアレス

エアレス

エアレス
エアレス

エアレス
エアレス

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

B、S

B、S

B、S

B、S

B、S

B、S

B、S

タイルガン・リシンガン

タイルガン・リシンガン



3.PC板鏡面仕上げ塗装

※1  工具とはブラシやサンドペーパー等を示します。
※2  吸い込みが著しい素材の場合は2回塗装して下さい。
※3  エアスプレーの場合は、エアレス希釈率より5～10%増やして下さい。
＊ 新しいコンクリートやモルタル面に塗装するとき、被塗物の乾燥が不十分ですと塗膜の乾燥遅れや塗膜劣化が生じます。
　　アルカリ試験紙でpH10以下になってから塗装して下さい。（コンクリートで20日以上、モルタルで15日以上経過が目安です。）
＊ 標準使用量は、被塗物の形状や塗装方法、環境によって増減することがあります。
＊ 二液性塗料は可使時間以内にご使用下さい。
＊ 中塗り工程は現状の状況により省くことができます。但し上塗り塗料の使用量が変わります。
＊ 被塗物小さなピンホールがある場合は、「釉元5号S」によってしごき処理をして下さい。
＊ 工程3,4は必要によって繰り返し行って下さい。
＊ 軽量コンクリートの場合は弊社にお問い合わせ下さい。

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

1.主剤：硬化剤＝14：1の比率で混合する。
2.塗料用シンナー又は塗料用シンナーAで希釈後、十分
撹拌し均一な状態にする。
希釈率（刷毛・ローラー 、エアレス ： 30～50％）

※2

0.10～0.12 16時間以上
7日以内

塗料用シンナー又は
塗料用シンナーA

下塗り1回目
（下塗材）

マイティー万能
   エポシーラー
　　   クリヤー

1.主剤：硬化剤＝70：30の比率で混合する。
2.Vフロン♯200プライマーシンナーで希釈後、十分撹拌し
均一な状態にする。
希釈率（刷毛・ローラー ： 5～20％、エアレス ： 20～30％）

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

希釈率（刷毛・ローラー ： 0～3％、エアレス： 5～10％）※3

エアレス

エアレス
エアレス

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

B、S

B、S

タイルガン・リシンガン



3.PC板鏡面仕上げ塗装

※1  工具とはブラシやサンドペーパー等を示します。
※2  吸い込みが著しい素材の場合は2回塗装して下さい。
※3  エアスプレーの場合は、エアレス希釈率より5～10%増やして下さい。
＊ 新しいコンクリートやモルタル面に塗装するとき、被塗物の乾燥が不十分ですと塗膜の乾燥遅れや塗膜劣化が生じます。
　　アルカリ試験紙でpH10以下になってから塗装して下さい。（コンクリートで20日以上、モルタルで15日以上経過が目安です。）
＊ 標準使用量は、被塗物の形状や塗装方法、環境によって増減することがあります。
＊ 二液性塗料は可使時間以内にご使用下さい。
＊ 中塗り工程は現状の状況により省くことができます。但し上塗り塗料の使用量が変わります。
＊ 被塗物小さなピンホールがある場合は、「釉元5号S」によってしごき処理をして下さい。
＊ 工程3,4は必要によって繰り返し行って下さい。
＊ 軽量コンクリートの場合は弊社にお問い合わせ下さい。

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

1.主剤：硬化剤＝14：1の比率で混合する。
2.塗料用シンナー又は塗料用シンナーAで希釈後、十分
撹拌し均一な状態にする。
希釈率（刷毛・ローラー 、エアレス ： 30～50％）

※2

0.10～0.12 16時間以上
7日以内

塗料用シンナー又は
塗料用シンナーA

下塗り1回目
（下塗材）

マイティー万能
   エポシーラー
　　   クリヤー

1.主剤：硬化剤＝70：30の比率で混合する。
2.Vフロン♯200プライマーシンナーで希釈後、十分撹拌し
均一な状態にする。
希釈率（刷毛・ローラー ： 5～20％、エアレス ： 20～30％）

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

希釈率（刷毛・ローラー ： 0～3％、エアレス： 5～10％）※3

エアレス

エアレス
エアレス

エアレス：0.15
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.14
刷毛・ローラー：0.11

エアレス：0.13
刷毛・ローラー：0.10

エアレス：0.12
刷毛・ローラー：0.10

B、S

B、S

タイルガン・リシンガン



●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。



●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

●本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための条件の代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。
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